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Ⅰ　実施事業
　　　―地域医療・保健・福祉を推進する事業―

１　生涯教育
加 藤 副 会 長　郷良常任理事
白 澤 理 事　山 下 理 事

　生涯教育事業では中核事業である生涯研修セミ
ナーの講演内容を年 4 回の生涯教育委員会で企
画・検討した。生涯研修セミナーでは、新型コ
ロナウイルスの影響により 5 月分が来年度に、9
月分は台風 10 号の影響により予定通り開催でき
なかったが、なんとか工夫をして 3 回開催した。
11 月に開催したシンポジウムは災害医療に関し
てであり、JMAT、DMAT、日赤災害救護班、県
行政の立場からの発表があり、山口県の災害医療
体制の理解・今後の課題整理に役立った。また、
専門医共通講習（医療倫理）の単位を取得できる
講演会を開催した。
　第 103 回山口県医学会総会は長門市医師会の
引き受けにより「ルネッサながと」で開催予定だっ
たが、新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため、
記念誌発行へと変更した。
　体験学習は、例年通り山口大学医学部・山口大
学医師会の主催により開催予定だったが、こちら
も新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため来年
度に延期となった。引受教室は引き続き「消化器
内科学講座」および「器官病態内科学講座」にお
願いしている。
　医学生や研修医を指導する臨床研修指導医を養
成するために実施している「指導医のための教育
ワークショップ」は今年度中止となったが、県内
の指導医が 500 名を超えることや応募者数の減
少、講師確保が困難な状況などから来年度以降の
事業は廃止とした。
　日医かかりつけ医機能研修制度は基本研修、応
用研修、実地研修の 3 つの要件があり、今年度
も必須要件である応用研修会を開催した。今年度
は 5 月に日医会場からの配信が中止となったた
め、同内容を DVD 講義にて 9 月および 10 月に

開催し、受講機会を確保した。
　第 55 号の山口県医学会誌を発行した。

１　山口県医学会総会
　 　第 103 回（ルネッサながと）（※中止）
　　　記念誌発行

２　生涯研修セミナー
　　第 156 回	 11 月 15 日
　　　 特別講演 2 題、シンポジウム 1 題
　　第 157 回	   2 月 14 日
　　　 特別講演 2 題
　　第 158 回	   3 月 14 日
　　　 特別講演 4 題

３　体験学習（山口大学医師会主催）
　　第 71 回・第 72 回（※中止）
　　引受：消化器内科学講座・器官病態内科学講座

４　指導医のための教育ワークショップ
　　第 17 回	   9 月 26 日・27 日（※中止）

５　日医かかりつけ医機能研修制度
　　応用研修会　9 月 27 日　10 月 25 日

６　山口県医学会誌
　　第 55 号の編集及び発行

７　生涯教育諸会議
　　郡市医師会生涯教育担当理事協議会

3 月 18 日
　　生涯教育委員会　　   5 月 23 日　7 月   4 日

　　　　　　　　　 　10 月 10 日　2 月 13 日

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

山口県医師会 令和 2 年度 事業報告
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２　医療・介護保険
清水専務理事　郷良常任理事
山 下 理 事　伊 藤 理 事
藤 原 理 事　　 　 　 　

　令和 2 年度の診療報酬改定率は、全体でマイ
ナス 0.46％となり、本体はプラス 0.55％（国費
600 億円程度）、医科はプラス 0.53％、別途、消
費税財源を活用した救急病院における勤務医の働
き方改革への特例的対応として、プラス 0.08％
が措置された。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
という未曽有の事態が発生し、患者の受診控え及
びゾーニング対応、また、同コロナ感染症用の病
床確保及び回復患者を受け入れる後方支援病院の
確保等に医療資源が集中した影響等もあり、各医
療機関の医業収入は 10％～ 30％の減少を余儀な
くされたところである。
　この状況に国の施策として、「医療機関・薬局
等における感染拡大防止等支援事業」「新型コロ
ナウイルス感染症対応従事者慰労金交付事業」等
が実施されているが、医療従事者の労働環境悪化
を改善するまでには至らない状況であった。
　一方の診療報酬においては、患者の受診行動の
変容を目的として発出される「新型コロナウイル
ス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱い」（厚
生労働省保険局医療課 事務連絡）等により、オン
ライン又は電話による初診料を認める制度や同様
に投薬を認める制度等、従来と一変する制度が数
多く容認されたところであるが、これらが適正に
運用されるよう、周知等に努めたところである。
　前述のように、コロナ禍に翻弄された 1 年で
あったが、会員から持ち上がる診療報酬の問題点、
改正点については積極的に日医へ進言し、医療保
険対策を講じているところであるが、その進言の
基となるのは、郡市医師会保険担当理事協議会及
び社保国保審査委員との協議会等から提出される
意見であることから、これら協議会等は非常に重
要な意見交換の場となっており、今後も充実に努
めていくところである。
　個別指導に関しては、コロナ禍における感染症
対策の制限もあり、今年度は 7 回の実施となった。
保険指導医は全員県医師会の保険委員を兼任する

こととし、立会いについても医師会の保険担当役
員（郡市及び県）が行うことで、医療担当者側の
立場が尊重された適正な保険指導が実施されるよ
うに努めた。
　介護保険については、郡市介護保険担当理事・
ケアマネ・訪問看護師との合同協議会及び郡市介
護保険担当理事協議会（介護報酬改定説明会）を
開催し、関係機関等との連携強化・情報伝達に努
めた。さらに、地域包括ケアシステムの推進（認
知症サポート医の養成及びフォローアップ研修）
等についても行政を含む関係機関等との協議を重
ねた。また、その他の認知症関連の研修会、地域
包括診療加算・地域包括診療料に係る研修会、主
治医意見書記載のための主治医研修会を開催し、
診療報酬の施設基準等を満たすべく研修を実施し
た。
　令和元年 8 月に創設された「オレンジドクター
制度」については、本会ホームページ等を活用し、
会員へ周知を行った。その他、行政を含む関係者
と協議した。
　労災・自賠責保険については、郡市労災・自
賠責保険担当理事協議会・労災保険医療委員会合
同会議を開催し、それぞれの保険が抱える特有の
問題（自動車事故医療における健保使用等）につ
いて協議、情報提供を行った。また、労災診療に
関する要望書を山口労働局と日本医師会へ提出し
た。
　山口県自動車保険医療連絡協議会においては、
各損保会社、各医療機関から提出された交通事故
医療に関する未解決事例について、加盟の損保会
社と協議を行い対処した。

医療保険
1　医療保険の指導
　個別指導（すべて会場は山口市）
　　　　　9 月 24 日　10 月 22 日　10 月 29 日
　　　　 11 月 26 日　12 月 10 日　12 月 24 日

　2 月 25 日
　指定時集団指導	 （※中止）
　新規第 1 号会員研修会　	  10 月   8 日
　新規保険医療機関個別指導（山口市）

9 月 24 日　10 月 22 日



令和 3 年 8 月 山 口 県 医 師 会 報 第 1932 号

562

　社会保険医療担当者集団指導	 　（※中止）

2　日医・郡市医・医療保険関係団体等との連携
　中国四国医師会連合総会分科会

5 月 16 日（高松市）（※中止）
10 月 3 日（鳥取市）（Web）　

　郡市保険担当理事協議会	 8 月 6 日
　医師会推薦社保・国保審査委員合同協議会

（※中止）
　保険委員会　	  4 月 23 日  　3 月 4 日
　社保・国保審査委員連絡委員会

　　8 月 27 日  　2 月 4 日
　社保・国保審査委員合同協議会　　　（※中止）
　社会保険指導者講習会	 （※中止）
　山口県医療保険関係団体連絡協議会

（書面開催）
3　行政機関との連携
　山口県健康福祉部厚政課との打合せ

4 月 23 日
　中国四国厚生局山口事務所、山口県健康
　　福祉部医務保険課との打合せ

　4 月  2 日  　4 月 23 日

介護保険
　郡市介護保険担当理事協議会・
　　介護保険対策委員会・関係者合同協議会

11 月 26 日
　地域包括診療加算・地域包括診療料に係る
　　かかりつけ医研修会

11 月 29 日  　3 月 28 日
　かかりつけ医認知症対応力向上研修会

10 月 18 日　11 月   8 日
　認知症サポート医フォローアップ研修会

2 月 28 日
　主治医意見書記載のための主治医研修会

10 月 17 日  　2 月 28 日
　都道府県医師会介護保険担当理事連絡協議会
　　（Web）　　　　　　　　　　　　 3 月 10 日
　郡市介護保険担当理事協議会（介護報酬
　　改定に関する伝達説明会）　　　   3 月 25 日

労災・自賠責関係
　郡市労災・自賠責保険担当理事協議会・

　労災保険医療委員会合同会議　　11 月   5 日
　自賠責医療委員会  　　 9 月 10 日　2 月 25 日
　山口県自動車保険医療連絡協議会

　  9 月 10 日　2 月 25 日

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

３　地域医療
前川常任理事　清水専務理事
伊 藤 理 事　上 野 理 事
藤 原 理 事　茶 川 理 事

地域医療
　今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大
は、我が国の医療提供体制に多大な影響を及ぼし、
局所的な病床や専門人材の不足、感染症対応も含
めた医療機関間の役割分担・連携体制の構築、さ
らに個々の医療機関におけるゾーニング等の院内
感染防止対策や感染防護具や人工呼吸器等の医療
用物資の確保・備蓄など、地域医療における様々
な課題が浮き彫りとなった。
　そのような中で、地域の医療提供体制の中で中
心的役割を担っている郡市医師会及び会員医療機
関の状況把握に努めるとともに、県行政との調整、
日本医師会からの情報伝達等に努めた。

（１）保健医療計画の推進
　国が進める地域医療構想は、本県においても、
各圏域の地域医療構想調整会議で議論され、昨年
度末には県内の２区域が地域医療構想の実現に向
けた重点支援区域に選定されたところであるが、
今年度は新型コロナウイルス感染症の出現によ
り、調整会議自体がほぼ未開催であった。
　また、医療法に基づく「医療計画（第７次）」が「中
間評価・見直し」の年であったことから、県にお
いて在宅医療に関する実態調査が実施され、計画
の数値目標と現状値から進捗状況等が示された。
その結果、救急医療・災害医療・在宅医療の分野
では達成又は改善されていたが、一方で女性の
がん・生活習慣病・小児に関する指標では数値が
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後退しているものもあった。
　地域医療介護総合確保基金（医療分）について
は、引き続き予算確保に努めたが、県の財源不足
もあってなかなか上手く活用できていない実状に
ある。

　下関市地域医療シンポジウム	 ３月  ６日
　県による基金（医療分）ヒアリング

10 月 29 日
　厚労省 : 医療政策研修会及び地域医療構想
　　アドバイザー会議（録画配信）
　中国四国医師会連合分科会
　　【第３分科会】（Web）	 10 月  ３日
　地域医療計画委員会（※中止）
　郡市医師会地域医療担当理事協議会   （※中止）

（２）救急・災害医療対策
①初期救急医療について
　郡市救急医療担当理事協議会を開催し、特に
新型コロナウイルス感染症流行下における地域の
救急医療体制の確保に向けた情報提供、意見交換
等を行った。また、AED の普及促進を図るため、
講習会で使用する訓練用資機材の貸出を行った。
本会独自で調査していた医療機関における AED
設置状況や AED による救命措置の状況について
は、AED の普及状況等を鑑み今年度をもって終
了とした。
　昨年度に引き続き、ACLS シミュレータレンタ
ル費用の助成を 1 医療機関につき 15 万円を上限
として行い、１機関に助成を行った。

　郡市医師会救急医療担当理事協議会
７月  ９日

　全国メディカルコントロール協議会
　　連絡会（Web）	 ８月 26 日　１月 29 日

②小児救急について
　病院勤務医の負担を軽減し、地域で安心できる
小児救急医療環境を確保するため、各郡市医師会
の協力により、乳幼児の保護者を対象にした啓発
講習会及び小児科を専門としない医師を対象とし
た地域医師研修会を開催した。

　また、全時間帯が民間業者に委託されている「小
児救急医療電話相談事業」は、令和元年２月から
２回線で運用されている。この事業については、
郡市医師会小児救急医療担当理事協議会にて、昨
年度の実績を報告するとともに、今後の課題等に
ついて意見交換を行った。

　郡市医師会小児救急医療担当理事協議会
６月 11 日（書面開催）

③検死（検視・検案）体制について
　例年どおり、警察医会を中心として、役員会・
総会を開催し、警察が行う死体検案に協力する医
師の連携を図り、研修会を実施した。また、県医
師会表彰の地域社会に対する功労者として警察活
動協力医を推薦した。

　警察医会　役員会
　　６月３日（※中止）　８月１日

　２月６日（書面開催）
　総会	 ８月１日
　研修会	 ８月１日　２月６日（※中止）

④災害医療体制について
　各郡市医師会又は病院単位による JMAT チー
ムの事前登録を進めた。（26 チーム・194 人：
令和 3 年 3 月末現在）
　新型コロナウイルス感染症と災害医療をテーマ
にした研修を開催した。また、現行「JMAT やま
ぐち活動マニュアル」の追補版として、JMAT や
まぐち隊員の活動についてまとめた「支援 JMAT
版」「被災地 JMAT 版」のマニュアル、「資料集」
を新たに作成した。
　日本医師会主催の JMAT 研修が開催され、基本
編、ロジスティクス編を受講した。

　「JMAT やまぐち」災害医療研修会  11 月  １日
　「JMAT やまぐち」災害医療研修会
　　事前打合せ会	 ７月  ８日
　日医 JMAT 研修「基本編」（Web）

１月 17 日
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　日医 JMAT 研修「ロジスティクス編」（Web）
　３月 21 日

　都道府県医師会災害医療・感染症危機管理
　　担当理事連絡協議会（Web）         ６月 11 日
　防災訓練（災害時情報通信訓練）
　　南海トラフ大震災想定訓練　　　２月 10 日

（３）地域包括ケアシステムの構築
　在宅医療・介護の連携推進は、地域の特性に応
じた地域包括ケアシステム構築の中核と捉え、各
郡市医師会が積極的に関与していくことが重要で
ある。今年度も郡市医師会担当理事会議を開催し、
郡市医師会への取組みに対して助成を行った。新
型コロナウイルス感染症への対応としては、高齢
者・障害者施設や医療機関等でのクラスター発生
時に感染対策指導や患者搬送・医療支援をする対
策チームへ登録し、県が実施する訓練や研修会へ
参加した。

　郡市医師会地域包括ケア担当理事会議
９月 24 日

　山口県在宅医療推進協議会	 １月 14 日
　中国四国医師会連合分科会
　　【第２分科会】（Web）	 10 月   ３日
　都道府県医師会小児在宅ケア担当理事
　　連絡協議会（Web）	 10 月 29 日
　新型コロナウイルス感染症
　　感染症クラスター対策研修会（医療従事者）
　　　事前研修	 10 月 11 日
　　　本番研修	 10 月 25 日
　　　図上訓練	 12 月 20 日

（４）有床診療所対策
　有床診療所部会においては、全国的に閉院・無
床化が進む中、健全な運営に向けた診療報酬によ
る評価など全国有床診療所連絡協議会と連携して
取り組んだ。

　有床診療所部会役員会
　８月   ８日　10 月 22 日

　有床診療所部会総会	 10 月 22 日

　第 33 回全国有床診療所連絡協議会
　　「福岡総会」	 10 月 11 日
　全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会
　　役員会（Web）　　　８月 30 日　１月 24 日
　　総会・研修会（Web）	 １月 24 日

地域福祉
　福祉領域においては、行政の会議等へ出席する
とともに、障害者福祉、児童・母子福祉などの地
域保健部門と連携をとり、会員への情報提供に努
めた。

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

４　地域保健
中村常任理事　河村常任理事
沖中常任理事　伊 藤 理 事
上 野 理 事　茶 川 理 事
縄 田 理 事　　 　 　 　

　地域保健は、妊産婦・乳幼児保健、学校保健、
成人・高齢者保健及び産業保健の４部門からなり、
各事業は多岐にわたっている。住民の「生涯を通
じた健康の保持・増進」の目標のもと、一連の流
れとして捉え、関係機関と緊密に連携を取りなが
ら事業を進めた。

妊産婦・乳幼児保健
　広域予防接種は、各郡市医師会や各市町関係者
と合同会議を開催し、円滑に遂行されている。令
和２年 10 月から乳幼児に対するロタウイルスワ
クチンが定期接種に加わった。地域医師会や市町
行政と連携し、円滑な実施に努めた。また、今年
度も、予防接種に関する知識と理解を深めること
を目的に研修会を開催した。
　おたふくかぜワクチン、小児のインフルエンザ
ワクチンの費用助成、Ｂ型肝炎定期接種の対象外
である年齢の小児に対する助成を県及び市町に対
して要望した。また、積極的な勧奨が差し控えら
れている HPV ワクチンの対象者への情報提供及
び接種年齢を過ぎた方への経済的補助を県及び市
町に対して要望するとともに、普及啓発のための
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ポスターとリーフレットを作成した。
　「子ども予防接種週間」は、保護者をはじめと
した地域住民の予防接種に対する関心を高め、予
防接種率の向上を図ることを目的に、日本医師会、
日本小児科医会、厚生労働省の主催で実施され、
本会としても協力医療機関の調査や市町への広報
について協力した。
　母子保健分野では、乳幼児健康診査や妊婦健
康診査の料金案等について関係機関と意見交換の
上、県医師会案を行政に提示し、協議を行うとと
もに円滑な実施をお願いした。
　乳幼児の医療費助成の拡充や産前・産後サポー
ト事業の実施、生後２週間児及び１歳児を対象と
した乳児健診への助成、新生児聴覚スクリーニン
グ検査の公費助成の推進、挙児希望女性・妊娠初
期女性への葉酸配布、３歳児健診での屈折検査の
実施等について県及び市町に対して要望した。
　また、虐待防止活動として山口県産婦人科医会
と共催で研修会を開催した。

　郡市医師会妊産婦・乳幼児保健担当理事
　　協議会・関係者合同会議	 ９月   ３日
　予防接種医研修会	 12 月   ６日
　日医母子保健講習会（Web）	 ２月 28 日
　児童虐待の発生予防等に関する研修会

11 月   ８日

学校保健
　学校医部会では、学校医活動の活性化と資質向
上に向けた取組みとして、学校医研修会を企画し、
富山大学小児科の種市尋宙先生に「小児における
新型コロナウイルス感染症とその特徴～こどもた
ちの日常を取り戻す取り組み～」について講演い
ただいた。また、新型コロナウイルス感染症の流
行に伴い、児童生徒等の健康診断実施に係る留意
事項を県教育委員会等と協議のうえ発出した。そ
のほか、昨年度に引き続き「学校医の手引き」の
改定作業や、「学校医活動記録手帳」の作成、配
付を行った。
　学校心臓検診検討委員会では、学校心臓検診報
告書の作成や精密検査医療機関への疑義内容の照
会など県内統一の学校心臓検診システムの精度管

理をするとともに、「学校突然死の現状と学校心
臓検診ガイドライン」と題した研修会を実施した。
　中国地区学校保健・学校医大会の当番県として、
開催準備を行っていたが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため、大会誌の作成をもっ
て書面開催とした。
　その他、例年通り各郡市医師会主催の学校医
等研修会及び小児生活習慣病対策に対して助成を
行った。

　学校心臓検診検討委員会
　　５月   ７日（書面開催） 　９月 17 日

１月 21 日
　学校医部会総会・学校医研修会・学校心臓
　　検診精密検査医療機関研修会　　12 月  ６日
　学校医部会役員会　　　　６月４日（書面開催）
　郡市医師会学校保健担当理事協議会・
　　学校医部会合同会議	 11 月 19 日
　中国四国医師会連合学校保健担当理事連絡
　　協議会「鳥取」（Web）	 ８月 23 日
　中国地区学校保健・学校医大会「山口」

８月 23 日（書面開催）
　第 51 回全国学校保健・学校医大会
　　「富山」（Web）	 11 月 14 日
　　同　　都道府県医師会連絡会議　（書面開催）
　若年者心疾患・生活習慣病対策協議会
　　理事会「富山」	 ２月 27 日（※ R4 に延期）
　第 53 回若年者心疾患・生活習慣病対策
　　協議会総会「富山」	１月 28 日（※ R4 に延期）

成人・高齢者保健
　糖尿病対策として、「やまぐち糖尿病療養指導
士」の資格認定者を対象に知識・技術向上及び資
格更新のためのレベルアップ講習会を開催した。
　特定健診・特定保健指導は依然として受診率・
終了率が低い。実施状況や検討課題について、保
険者や決済代行機関（支払基金・国保連合会）の
出席のもとで郡市医師会特定健診・特定保健指導
担当理事協議会及び関係者合同会議を開催した。
　がん対策では、がん検診受診率向上の施策の一
つとして、休日及び平日夜間にがん検診を実施す
る医療機関へ助成する事業を実施した。
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　健康教育委員会では、今年度のテーマを「花粉
症」として、健康教育テキストの内容を検討し、
発行した。
　感染症対策については、麻しん・風しんや動物
由来の感染症等に関する日本医師会及び県からの
通知など、郡市医師会を通じて会員への周知に努
めた。
　健康スポーツ医学研修会は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止した。
　禁煙推進委員会では、本会会員の喫煙に対する
意識や現状を把握し、実効性の高い対策を展開す
るための基礎資料とすることを目的に、「喫煙や
禁煙指導等に関するアンケート調査」を実施した。

　郡市医師会成人・高齢者保健担当理事協議会
５月 14 日（書面開催）

　山口県糖尿病対策推進委員会	 ７月 30 日
　10 月 22 日（書面開催）　１月 28 日

　山口県糖尿病療養指導士講習会
　　７月 12 日　８月   ２日

　９月 13 日　10 月   ４日（※すべて中止）
　「やまぐち糖尿病療養指導士」
　　第 13 回レベルアップ講習会       12 月   ５日
　郡市医師会特定健診・特定保健指導担当
　　理事及び関係者合同会議	 10 月   １日
　健康教育委員会

７月   ８日　10 月   ７日　12 月   ２日
　山口県胃内視鏡検診研修会　２月７日（※中止）
　山口県緩和ケア研修会　　２月 11 日（※中止）
　健康スポーツ医学委員会	 ７月 30 日
　健康スポーツ医学研修会

　　９月 12 日　11 月 23 日（※すべて中止）
　禁煙推進委員会	 ６月 25 日　10 月 22 日

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

新型コロナウイルス感染症対策
　新型コロナウイルス感染症については、県の専
門家会議、モニタリング会議等へ参画し、感染の
発生状況や国・県の取組み状況を把握し、地域の
医療提供体制の確保に向けて一層の連携を図ると

ともに、会員への迅速な情報提供に努めた。
　また、県からの説明会議においては、事前に各
郡市医師会からの意見・要望を取りまとめ、その
対応について調整して報告した。4 月には県に対
して、医療従事者が安心して患者を診られる体制
の確保や PCR 検査の拡充などの緊急要望を行い、
４月 26 日には県知事と県医師会長によって、一
致団結して医療崩壊を防ぎ、持続可能な医療体制
を維持するための共同アピールを行われた。
　年度当初からの衛生資材の不足に対しては、国
から県を通じて供給されるマスクや非滅菌手袋等
について、各郡市医師会を通じて診療所等へ配布
するとともに、日本医師会や国際ロータリー等か
ら提供されたフェイスシールドなどの PPE 資器
材は重点医療機関、入院協力医療機関を中心に配
布した。
　また、地域外来・検査センターの整備に当たっ
ては、各郡市医師会へ設置状況について調査を行
うとともに、他県の活動状況等を情報収集し、出
務者の補償や手当等について県と協議を行った。
　秋以降のインフルエンザの流行期に備えては、
郡市医師会及び県との意見交換会を開催し、11
月からの体制整備に向けて、診療・検査医療機関
の確保に努めた。
　年末年始の体制に向けては、各地域の発熱外来、

（疑い）患者の搬送・受入体制、検体検査応需体
制等を調査し、適正な対応が講じられるように努
めた。
　新型コロナウイルスのワクチン接種について
は、会員への迅速な情報提供を行うとともに、県
及び各郡市医師会等の医療関係団体と連携し、接
種実施体制の構築に協力した。医療従事者等の優
先接種では、郡市医師会を通じて診療所等の接種
予定者数及び接種希望者リストの取りまとめを行
い、また、日本医師会と全国知事会の集合契約に
伴う委任状の取りまとめを行った。

　郡市医師会新型コロナウイルス感染症協議会
４月 21 日

　次のインフルエンザ流行に備えた県医師会・
　　郡市医師会との意見交換会	 ９月 17 日
　次のインフルエンザ流行に備えた体制整備に
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　　係る合同会議	 10 月  ８日
　次のインフルエンザ流行に向けた具体的
　　対応に係る圏域会議について

岩国・萩　10 月 27 日
周南　10 月 28 日

山口・防府・宇部・小野田・下関　10 月 29 日
柳井・長門　10 月 30 日

　新型コロナウイルスワクチン接種対策会議
１月 21 日

　新型コロナウイルスワクチン接種体制
　　確保に関する圏域会議
	 第１回　１月   ７日～ 13 日
	 第２回　１月 27 日～ 28 日
　	 第３回　２月   ６日～ 10 日
	 第４回　３月   ９日～ 11 日
　新型コロナウイルス感染症クラスター対策
　　研修会　	 10 月 11 日　10 月 25 日
　山口県新型コロナウイルス感染症
　　クラスター対策図上訓練	 12 月 20 日
　新型コロナワクチンの接種体制実施に向けた
　　医療機関向け説明会	 ２月 20 日
　都道府県医師会新型コロナウイルス感染症
　　担当理事連絡協議会（Web）
　　    ４月    ３日　   ４月 10 日　   ４月 17 日
　　   ４月 24 日　   ５月    １日　    5 月    ８日
　　   ５月 15 日　   ５月 22 日　   ５月 29 日
　　   ７月 31 日　   ８月 27 日　   ９月 24 日
　　 10 月 30 日　 11 月 27 日　 12 月 25 日
　　   １月 18 日　   ２月 16 日

産業保健
　国では「取組の５つのポイント」の確認を事
業場に働きかける等、職場における新型コロナウ
イルス感染症対策の徹底を図っている。労働者の
安心した職場環境づくりには、感染予防、健康管
理の強化が重要であることから、県医師会主催の
産業医研修会では、災害防止を踏まえた公衆衛生
や職域における新型コロナウイルス対策を取り上
げ、産業医の資質向上を図った。また、郡市医師
会協力の産業医研修会では、要望を踏まえて、研
修会を計 18 回企画したが、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため 16 回の開催となった。

　また、県内の産業保健活動を推進するため、山
口産業保健総合支援センター、郡市医師会、労働
局など各関係機関との連携を行った。

　全国医師会産業医部会連絡協議会 　５月 31 日
　山口県医師会産業医部会理事会　　８月   ６日
　山口県地域両立支援推進チーム第４回会議

11 月   ９日
　郡市医師会産業保健担当理事協議会

３月   ４日（書面開催）
　山口産業保健総合支援センター運営協議会

　　９月   ３日　３月   ４日（書面開催）
　第 42 回産業保健活動推進全国会議（Web）

２月４日
　山口県医師会産業医研修会
　　  ９月   ２日　  ９月   ３日　  ９月 17 日
　　  ９月 19 日　  ９月 24 日　10 月   ８日
　    10 月 29 日　11 月   ４日　11 月   ５日
　    11 月 12 日　12 月   ３日　12 月 10 日
　    12 月 19 日　  １月 27 日　  ２月   ４日
　　  ２月   ７日

５　広報・情報
今 村 副 会 長　中村常任理事
長谷川常任理事　白 澤 理 事
藤 原 理 事　　 　 　 　

広報事業
　広報事業は、組織の主張を展開し会員間の討論
の場ともなる重要な分野である。令和 2 年度も
対内広報と対外広報の発展に努めた。

①広報活動事業
　医師会報の作成については、毎月開催してい
る広報委員会において、誌面の刷新並びに記事や
コーナーの充実をより一層図っており、「新郡市
医師会長インタビュー」、「新病院長に聴く」、「指
導医に聴く『私が研修医だった頃』」を行い、そ
れぞれ掲載した。また、新型コロナウイルス感
染拡大の状況下で日常診療に携わっておられる会
員の先生方にご参考にしていただくことを目的に

「COVID-19」の特集を組み、呼吸器専門医、感
染症指定医療機関及び行政のお立場から原稿をお
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寄せいただくとともに、会員の先生方の投稿の 2
部構成とて掲載したところ、大変好評であった。
　ホームページについては、会員だけでなく県民
への情報発信に必須の手段となっているが従来、
県民向けのページがなく、対外広報の一環とし
ては十分ではなかったこと、また、今後、ホーム
ページを利用される機会が増えると思われたこと
から、平成 29 年度に大幅にリニューアルを行っ
たところであるが、令和 2 年度は、新型コロナ
ウイルス感染症関係のページの内容のさらなる充
実に取り組んだ。
　対外広報活動として、11 月に山口県総合保健
会館にて県民公開講座を開催予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら開催を中止とした。しかし、毎年開催しており
今回で 11 回目となった「いのち、きずな、やさ
しさ」がテーマのフォトコンテストについては予
定通り開催した。今回は、応募者を「県内在住の
方に限定」するとともに、新たに新人賞（当コン
テストの受賞歴がない方が対象）を設けたところ、
151 作品の応募があり、写真家の下瀬信雄先生
を交えて 10 月に審査会を行い、表彰作品を決定
した。なお、表彰式については前述の理由から中
止としたため、会報 1 月号に表彰作品並びに下
瀬先生による講評を掲載した。
　報道機関との関係については、毎年、報道機関
の支社長クラスで組織する山口県報道懇話会との
懇談会を開催し、報道関係者との親睦を深めると
ともに、医療への更なる理解を求めていたが、令
和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止の観点から開催を断念した。

②花粉症情報提供事業
　令和 2 年度は県内 20 測定機関にスギ・ヒノキ
花粉について 1 月から 4 月末日まで毎日測定し
ていただき、その結果を本会に連絡してもらい、
それを基に翌日の飛散予測を行い、関係機関やマ
スコミ等に対して情報提供を行った。また、その
間、本会のホームページの「花粉情報コーナー」
も毎日更新し、最新の情報を県民に伝えるべく努
力した。さらに 4 測定機関には 5 月から 12 月末
日までイネ科花粉等の測定を行っていただき、飛

散状況について週 1 回、ホームページに掲載した。
　また、正確な花粉飛散情報を県民に提供するた
め、毎年開催しており測定機関の測定者等を対象
に測定精度をより向上させることを目的とした花
粉測定講習会、及び隔年で開催している県民公開
講座「花粉症対策セミナー」について開催する予
定としていたが、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止の観点から、講習会については書面開
催、セミナーについては開催を中止とした。

情報事業
　例年 2 ～ 3 月に 2 日間にわたって開催される
日本医師会医療情報システム協議会がオンライン
で開催されたので出席した。令和 2 年度のメイン
テーマは「つながれ、輝け 医療 ICT」で、「オン
ライン診療の在り方と展望」「新たな感染症と共
存するために必要な ICT ツール」「オンライン資
格確認とそのインフラを活用した今後の医療」「個
人情報は誰のもの？から医療情報の活用へ」「医
療現場での夢のある AI 活用について」の発表が
あり、活発な議論が交わされた。
　また、Web 上にて研修会等への出席のエント
リーができるシステムについて活用した。

対内広報関係
　広報委員会

　　4 月   2 日 　 6 月   4 日　   7 月   2 日
　　9 月   3 日   10 月   1 日　 10 月 29 日
　 12 月   3 日 　 2 月   4 日　   3 月   4 日

　歳末放談会　	 　10 月 29 日

対外広報関係（県医師会）
　フォトコンテスト審査会　	 10 月   1 日
　　　　　同　　表彰式　11 月 22 日（※中止）
　　県民公開講座　　　　11 月 22 日（※中止）

花粉情報関係
　花粉情報委員会　　 	 6 月 24 日、9 月 24 日
　花粉測定講習会　　	  1 月 17 日（書面開催）
　県民公開講座「花粉症対策セミナー」

1 月 17 日（※中止）
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医療情報システム関係
　日本医師会医療情報システム協議会

3 月 6 ～ 7 日（Web）
　次世代医療基盤法シンポジウム

　2 月 27 日（Web）

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。
　
６　医事法制

加 藤 副 会 長　郷良常任理事
山 下 理 事　縄 田 理 事

　過去 3 年に当会が受け付けた事故報告は、平
成 29 年度が 26 件、平成 30 年度は 18 件で、前
年度は 13 件、今年度は 18 件であった。うち、
既に解決した案件が 3 件、交渉中が 8 件、その
ほか訴訟案件や様子見案件もある。
　医療事故防止対策の一環として毎年行っている

「医療紛争防止研修会」は、コロナ禍においては
感染症蔓延を避けるために開催を見送った。
　医療安全対策については、例年どおり、担当役
員において「日医医療安全推進者養成講座」を受
講し、医療安全の推進を図った。
　医療事故調査制度の運営については対象事案の
対応を図るとともに、担当役職員においては「医
療事故調査制度に係る管理者・実務者セミナー

（e-learning）」（日本医師会）に参加し、調査の精
度向上に向けて準備を図った。
　診療情報提供の推進についても、例年どおり、
患者等からの医療相談の対応及びカルテ開示等へ
の質問に対応し、診療情報提供推進委員会におい
て、当年の相談事例等を報告した。

令和 2 年度医療紛争発生
　受付件数  18 件（日医付託は 1 件）
　　内訳　　
　　　解決		  3 件
　　　交渉中		  8 件
　　　訴訟・様子見等	 6 件

令和 2 年「診療情報提供推進窓口」
　受付件数　53 件

　　内訳
　　患者		  39 件
　　患者家族・その他 	 14 件
　　　上記のうち、
　　　　　匿　名　38 件　　　非匿名　15 件
　　　　　男　性　25 件　　　女　性　28 件
　　　　　苦　情　21 件　　　相　談　32 件

医療紛争関係
（1）医療事故防止対策
　医療紛争防止研修会　　　　　　　　（※中止）
　中国四国医師会医事紛争研究会
　　（鳥取県担当、Web 会議）　　　11 月 15 日
　都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会

（書面開催）
　郡市医師会医事紛争・診療情報担当理事協議会

3 月 11 日
　冊子「医療事故を起こさないために（第 4 版）」
　　の周知徹底

（2）紛争処理対策
　医事案件調査専門委員会
　　（医師賠償責任保険審議会併催）
　　　 4 月 23 日　   6 月 25 日　  7 月 30 日
　　　 8 月 20 日　 10 月 22 日　11 月 19 日
　　  12 月 17 日　   1 月 21 日　  3 月 18 日
　医事案件調査専門委員会「事例研究会」

（※中止）
　顧問弁護士・医事案件調査専門委員合同協議会

2 月 27 日

（3）医療安全対策
　日医医療安全推進者養成講座　（通常通り受講）
　日医医療安全推進者養成講習会

（通信講座を受講）
　医療事故調査等支援団体連絡協議会　（※中止）
　医療事故調査委員合同打合せ会　　　（※中止）
　郡市医師会医療事故調査担当理事協議会

（※中止）
　Ai 研究会　　　　　　　　　　　　   （※中止）
　医療事故調査の支援：2 件
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（4）診療情報の提供
　診療情報提供推進委員会	 1 月 28 日
　郡市医師会医事紛争・診療情報担当理事協議会

3 月 11 日
　　
薬事対策

（1）麻薬対策
　麻薬の適正使用・保管・管理・記帳・諸届、毒
劇物の保管・管理の周知の徹底を図ったが、特に
問題となる事例は発生しなかった。

（2）医薬品臨床治験
　治験に関する情報については本会ホームページ
を活用し会員に情報提供をしている。
 
※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

７　勤務医・女性医師
今 村 副 会 長　加 藤 副 会 長
中村常任理事　長谷川常任理事
前川常任理事　郷良常任理事
白 澤 理 事　山 下 理 事
茶 川 理 事　縄 田 理 事

勤務医
　医師の働き方改革の議論が本格化し、医師の労
働時間短縮や健康確保は重要な課題であり、個人
の強い使命感や、医療現場の献身的な努力ではも
はや解決できなくなっている。また、新医師臨床
研修制度や新専門医制度により若手医師が不足す
ることで、過重労働や診療科及び地域の偏在が顕
在化しており、勤務医をめぐる環境は非常に厳し
い状況にある。
　こうした中、勤務医部会では、勤務医をめぐる
諸課題の解決に向け、郡市医師会勤務医理事との
懇談会、病院勤務医懇談会、市民公開講座、医師
事務作業補助者研修会、医学生への啓発事業、座
談会、シンポジウムなどを企画したが、新型コロ
ナウイルス感染症の蔓延のため、多くの事業を中
止、縮小せざるを得なかった。
　郡市医師会勤務医理事との懇談会は実地とオン
ラインを併用して開催した。現場を良く知る郡市

医師会の勤務医理事と地域の課題について意見交
換を行い、地域の実情に沿った勤務環境の改善等
を検討した。また、勤務医の医師会活動への参加
促進を行った。
　病院勤務医懇談会は、役員等が病院を訪問し、
病院長、勤務医、役員等が一堂に会し、勤務医の
抱えている諸問題について本音でトークをするこ
とにより課題を抽出、それぞれの果たすべき役割
等について検討し対策を講じることを目的に、毎
年、県内 2 か所で実施していたが、今年度は開
催を見合わせた。
　市民公開講座は、医療現場の諸問題や勤務医の
実情を広く地域住民に理解していただくために、
郡市医師会の協力のもとに毎年県内 2 か所で市
民公開講座を開催しているが、新型コロナウイル
ス感染症の蔓延防止のため開催を中止した。
　医師事務作業補助者の活用は勤務医の負担軽減
に資することから、今後の本県における勤務医の
過重労働の軽減や就業環境の向上に係る対策の基
礎資料とすることを目的として県内各病院におけ
る医師事務作業補助者の配置等の状況について調
査を行った。
　医学生への啓発事業（医学生のための短期見
学研修事業）は、医学生が自身の興味ある診療科
の実態を、県内の臨床研修施設で、医学生になっ
た早い時期に体験することにより、県内で医師と
して働くことの意義や魅力を知ることを目的とし
て、毎年、山口大学医学部医学教育学講座の協力
により実施しているが、今年度は実施を見合わせ
た。
　座談会は、「新型コロナウイルスと働き方改革」
をテーマに、新型コロナウイルスによって、医師
の働き方がどのように変化したのか、どのように
自分たちの考え方が変わったのか、自粛中どのよ
うに過ごされたか等について意見交換した。この
座談会は実地とオンラインを併用して開催し、内
容は勤務医ニュース第 27 号として発刊した。
　シンポジウムは新型コロナウイルス感染症に関
連したテーマでの開催を検討したが、令和 3 年
度 6 月に開催を延期した。
　臨床研修への取り組みとしては、平成 22 年 4
月より、山口大学、県内の基幹型臨床研修病院、
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山口県及び山口県医師会で組織された山口県医師
臨床研修推進センターにおいて、臨床研修の円滑
な推進及び研修医の県内定着に関する事業を行っ
ており、今年度は臨床研修病院合同説明会への参
加、指導医 ･ 後期研修医等国内外研修助成事業等
により、県内の若手医師の確保 ･ 育成に努めた。
　以下に本年度事業内容を報告する。

１　勤務医対策
（1）勤務医部会総会（シンポジウム）、
　　理事会、企画委員会
　　① 総会（シンポジウム）　２月 14 日（※中止）
　　② 理事会　　　　　	 　　７月   ９日
　　③ 企画委員会　　　　	 　　６月   ２日

　　　９月 10 日　11 月 26 日
（2）郡市医師会勤務医理事との懇談会

10 月 20 日
（3）病院勤務医懇談会　　　　　　　　（※中止）
（4）市民公開講座　　　　　　　　　　（※中止）
（5）医師事務作業補助者連絡協議会　７月 11 日
　　医師事務作業補助者に関するアンケート

11 月
（6）医学生への啓発事業

（医学生のための短期見学研修事業）（※中止）
（7）勤務医ニュースの発行
　　① 第 26 号（6 月発行）
　　　 内容：令和元年度部会総会 ･ シンポジウム
　　　　　　「再生医療と倫理について」
　　② 第 27 号（3 月発行）
　　　 内容：座談会「新型コロナウイルスと
　　　　　　働き方改革」（11 月 26 日）

（8）全国医師会勤務医部会連絡協議会（京都）
　　　10 月 24 日（※中止）

（9）都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会
　　６月   ５日 （※中止）

（10）中国四国医師会連合勤務医委員会
11 月 15 日

２　臨床研修医の確保対策
（山口県医師臨床研修推進センター事業）

（1）臨床研修医歓迎会　　　４月   ４日（※中止）
（2）臨床研修病院合同説明会

　　・医学生対象
　　　レジナビフェア 2020 大阪

　７月５日 （※中止）
　　　ｅレジフェアオンライン　　  11 月   １日
　　　レジナビフェアオンライン中国 ･ 四国 Week

　３月 14 日
　　　レジナビフェア 2021 東京（※中止）
　　・研修医対象
　　　レジナビフェア 2020 大阪

６月   ７日（※中止）
　　　レジナビフェア 2020 東京

９月 13 日（※中止）
（3）臨床研修医交流会

　　８月 29 日～ 30 日（※中止）
（4）指導医・後期研修医等国内外研修助成事業
　　　 助成実績：0 名

（5）国内外からの指導医の招へい事業
　　　 助成実績：県内基幹型臨床研修病院 1 病院

（6）病院現地見学会助成事業
　　　 助成実績：県内基幹型臨床研修病院 8 病院

（7）山口県医師臨床研修推進センター運営会議
　　11 月 12 日　３月 25 日

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

女性医師
　男女共同参画部会では 6 つのワーキンググルー
プ（勤務医環境問題、育児支援、女子医学生キャ
リア ･ デザイン支援、地域連携、広報、介護支援）
による活動を継続した。部会総会では毎年、時事
的な話題も含めた講演会やシンポジウム等を企画
しており、今年度は、コロナ禍により中止した令
和元年度総会において予定していた（医）テレサ
会 西川医院副院長 / 特定非営利活動法人ぐうで
すぐう理事長　西川浩子先生の講演「『ぐうです
ぐう』にいたるまで－多彩で多才な人たちの共生
を考える－」と特別企画シンポジウム「新専門医
制度に対する期待と不安～女性専攻医・女性研修
医・女子医学生の立場から」を Web での配信を
併用し、改めて実施した。
　また、日本医師会が開催するフォーラム ･ 連絡
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会等は中止になったものの、他県の取り組み等の
情報収集に努めるとともに、男女共同参画推進事
業助成金制度を継続し、女性医師の医師会活動へ
の参画推進及び医師の働きやすい環境づくりと資
質向上に向けた活動を行う郡市医師会への支援を
実施した。今年度は、コロナ禍にあることが影響
し、郡市医師会の男女共同参画部会等の活動費用
の助成は 2 件にとどまった。

１　勤務医環境問題
　女性医師勤務医ネットワークの更新を行った。
県内 143 病院のうち、117 病院の登録があった。

２　育児支援
　平成 21 年から山口県の委託事業として専任の
保育相談員を置き、女性医師等からの育児に関連
した相談を受け支援を続けている。同年設立した
保育サポーターバンクでは引き続き登録者の募集
を行うとともに、医師に対して、県医師会報、リー
フレット、ポスター等において保育サポーター
バンク活用の広報を行っており、3 月 31 日現在、
総相談件数は 209 件、バンク登録者は 84 名で
ある。
　また、11 月に保育サポーターバンク通信（第
11 号）を発行し、3 月 7 日に第 11 回サポーター
研修会を開催した。

３　女子医学生キャリア ･ デザイン支援
　年々増加している女子医学生が、先輩女性医師
の働く姿を見て、実際に働く現場を体験すること
により、自分の将来像を描く参考にすることで、
これからの医療を担う責任感を養い、医師として
仕事をし続ける自覚を育てることを目的として、
平成 21 年度から女子医学生インターンシップを
実施している。今年度は、コロナ禍にあることを
考慮し、中止した。

４　地域連携の推進
　現在までに県内 11 郡市医師会により 9 つの男
女共同参画 ･ 女性医師部会等が設置されている。
郡市間の情報交換の場として男女共同参画 ･ 女性
医師部会地域連携会議を開催し、各郡市の活動報

告および意見交換を行った。

５　広報
　平成 23 年に山口県医師会ホームページ内に女
性医師支援のためのコーナー：やまぐち女性医師
ネット（Y-JoyNet）を作成しており、活動状況等
掲載情報の更新を適宜行った。

６　介護支援
　平成 27 年度の総会において、日常の介護に関
わる課題等について専門家を交えて意見交換を
行ったことを基に、医師会としての介護支援の在
り方を検討した。

　男女共同参画部会総会	 ３月   ７日
　男女共同参画部会理事会

７月   ４日 　９月 19 日 　１月 30 日
　男女共同参画部会ワーキンググループ
　　総　　会	 ８月 21 日
　　育児支援	 ８月   ３日 　１月 30 日
　男女共同参画・女性医師部会地域連携会議

９月 19 日
　保育サポーターバンク運営委員会

　 ８月   ３日 　１月 30 日
　保育サポーター研修会	 　３月   ７日
　日医（第 16 回）男女共同参画フォーラム
　　［大分県］　　　　　　　５月 23 日（※中止）
　日医女性医師支援センター事業中国四国
　　ブロック会議　　　　　　　　　　（※中止）
　日医女性医師支援担当者連絡会　　　（※中止）

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

８　医業
沖中常任理事　茶 川 理 事
上 野 理 事　縄 田 理 事

医業経営対策
　医療界を取り巻く税制に関しては、日本医師会
を中心として、医療界全体で厚生労働省をはじめ
とする各方面に要望した結果、令和 2 年 12 月に
閣議決定された令和 3 年度税制改正大綱で「事
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業税非課税措置・軽減措置」は引き続き検討事項
とされ存続されることになった。また、「いわゆ
る四段階制（社会保険診療報酬の所得計算の特例
措置）」も存続、「医療機関等の設備投資への支援
措置（特別償却制度）」が 2 年延長されることに
なった。当会では、医療機関等に係る税制問題を
喫緊課題としてとらえ、各方面からの情報を収集
しつつ、各医療機関が円滑な医業経営ができるよ
うに、情報提供を行った。
　また、医業の事業承継については、今年度は県
内の医業承継の実態や医療機関管理者の考えを把
握し、県民に安心安全な医療を継続して提供でき
る地域づくりを目的に、「医療機関の医業承継に
関する調査」を行った。調査結果から、約 6 割
の診療所の管理者が承継したいと考えていること
がわかり、しかし、親族以外の後継者候補を見つ
けることに苦労している様子がうかがえた。医師
会内での「相談窓口の設置」や「マッチングのた
めの承継バンクの設立」に対する会員のニーズは
高いと考える。
　さらに、昨今のコロナ禍において、会員または
その医療従事者が感染あるいは濃厚接触等で休業
又は外来閉鎖を余儀なくされた場合の支援金制度
も創設した。
　そのほか、医療を取り巻く諸問題については、
医業経営の適切な財源確保として消費税増収分で
社会保障財源の確保と、新型コロナウイルス感染
症の影響で経営状態が悪化している医療機関への
支援、そして医業承継の支援の要望を行った。

　医療機関経営セミナー（郡市医業担当理事
　　協議会）　　　　　　　1 月 14 日（書面開催）
　自民党山口県連政策聴問会　	 10 月 16 日
　ドクターバンクを利用しての医師確保への取り組み
　コロナ禍における医療機関の支援

医療従事者確保対策
　令和 2 年度も継続して医療従事者に対する教
育・研修の開催を支援していくための事業を、強
化して行っている。
　毎年の状況を取り纏めている「看護学校（院）
に関する基本調査」では、運営が厳しい状況が変

わらないことがうかがえ、特に応募者、入学者の
減少が顕著であることから、応募者等の増加を目
的として「医師会立看護学校 PR 動画」を制作し、
TV 放映及び YouTube へのアップロードを行った
ところである。これらの PR 方法の効果について
は今後検証し、改めて対策を検討する。
　また、本年は新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため、各種協議会等を中止せざるを得
ない状況であったが、各看護学校（院）への助成
等は以下のとおり実施した。
　国や行政に対しては、看護職員等の確保、養成
施設の現状の理解及び支援拡充について要望を継
続して行った。

　郡市看護学院（校）担当理事・
　　教務主任合同協議会　　　　　　　（※中止）
　中四九地区医師会看護学校協議会（大牟田市）

（※中止）
　看護学校課題対策検討会　	 　（※中止）
　看護学校（院）への助成
　看護職員等研修会に対する助成
　生徒募集対策（募集ポスター作成）
　山口県准看護師教育教務主任会への助成
　山口県実習指導者養成講習会受講者に対する
　　助成
　オープンキャンパス開催時の助成
　准看護師を対象としたスキルアップ研修会開催
　　時の助成
　中四九地区医師会看護学校協議会への
　　学校（院）参加のための助成　　　（※中止）
　看護教員養成講習会の通信受講者の支援
　都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会

（※中止）
　医師会立看護学校 PR 動画の制作及び放映

労務対策
　医療機関が円滑な医業運営をするためには、従
業員等の労務管理は必要不可欠なもので、それは
県民への質の高い医療の提供にもつながる。適正
な労務管理ができるように、関係当局と連携して
情報提供等を行った。
　平成 27 年 9 月に開設された「山口県医療勤務
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環境改善支援センター」においては、当会も必要
に応じて情報提供等の連携をした。
　働き方改革については、労働局等の関係機関か
らの情報を会員に周知徹底を図るとともに、中央
の動向を注視し、適宜対応できるようにしている。
その他、関係機関と協議を行った。

　労働基準法、男女雇用機会均等法、
　　育児・介護休業法などの普及啓発
　山口県医師会ドクターバンク活用の推進
　山口県医療勤務環境改善支援センターとの
　　連携運営協議会　　　3 月 12 日（書面開催）

医療廃棄物対策
　今年度も、国や県からの医療廃棄物取扱いに関
する情報提供及び医師会員からの廃棄物に関係す
る問い合わせへの対応を行った。
　
　医療廃棄物適正処理講習会　　　　　（※中止）

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。

Ⅱ　その他事業
1　収益

　実施事業を財政的に支えるために、次の事業を
実施した。

　（１）　保険料収納代行業務
主に会員を対象として生命保険及び損害保

険の保険料の集金業務を保険会社等に代わっ
て行うことにより、生命保険会社等から集金
代行手数料を得た。

　（２）労働保険事務組合業務
小規模の事業主である会員から委託を受け

て、労働保険料の申告、納付各種届け出等の
業務を行い、山口労働局から報奨金の交付を
受けた。

Ⅲ　法人事業
1　組織

　　　　　　　　清水専務理事　　 　 　 　
藤 原 理 事　縄 田 理 事

1　表彰
　医事・衛生に関しての地域社会に対する
　　功労者表彰　	 1 名
　長寿会員表彰　	 33 名
　役員・代議員・予備代議員・郡市医師会長
　　通算 10 年以上表彰	 　18 名
　退任役員感謝状贈呈　	 4 名

2　会員への入会促進・研修
　新規第１号会員研修会　　	 10 月   ８日

3　調査研究等
　自浄作用活性化委員会　　	 10 月 24 日
　裁定委員会　　　　　　　	 12 月 12 日

4　郡市医師会関係
　郡市医師会長会議　   10 月 15 日    ２月 25 日
　郡市医師会事務連絡協議会　	 ７月 14 日

5　日医関係
　第 147 回定例代議員会	 ６月 27 日
　都道府県医師会長会議（Web）  

９月 15 日　 11 月 17 日　１月 19 日
　日本医師会監事会	 ４月 14 日   （書面開催）
　日本医師会財務委員会（Web）　　 ５月  ８日
　日本医師会理事会（Web）

　　　４月 14 日　５月 19 日　６月 16 日
　日本医師会学術推進会議（Web）　

　　　　12 月 17 日　２月   ４日
　日本医師会医療経営委員会（Web）

　　　　11 月 26 日　１月 13 日　３月 31 日
　日本医師会医師会共同利用施設
　　検討委員会（Web）

　　10 月 23 日　２月 12 日　３月 26 日
　日本医師会 IT 委員会（Web）

12 月   ９日　３月 26 日
　日本医師会母子保健検討委員会（Web）

11 月 25 日　３月   ４日
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6　中国四国医師会連合関係
　常任委員会（Web）

　 　５月 30 日　  ６月 11 日　 ７月 21 日
　　10 月   ３日　11 月 28 日　 ３月 27 日

　中国四国医師会連合総会（Web）
10 月   ３日

　中国四国医師会連合各種分科会（Web）
10 月   ３日

　中国四国医師会事務局長会議
１月 29 日（※中止：書面開催）

7　会員福祉関係
　（1）会員親睦
　　山口県医謡会　　　　　７月   ５日（※中止）
　　山口県医師会ゴルフ大会

11 月 22 日（※中止）
　　山口県医師会囲碁大会　２月 14 日（※中止）
　（2）弔慰（物故会員参照）
　　 規定どおり実施した。

8　新公益法人制度対策
　決算事務等定期提出書類について顧問会計事務
所と協議を行った。

9　母体保護法関係
　母体保護法指定医師審査委員会（書面開催）

　９月 16 日　11 月   ６日
（ 指定更新 44 名、新規指定２名 ）

　母体保護法指定医師研修会　　　　 ８月 23 日
　認定研修機関（9 施設）の定期報告
　日医家族計画・母体保護法指導者講習会（Web）

12 月   ５日

10　関係機関連携
　山口県健康福祉部との懇話会　　　９月   ３日
　山口県歯科医師会との懇談会　  　11 月 17 日
　山口県看護協会、山口県病院協会、
　　三師会懇談会　　　　　　　　　　　（中止）

11　医師会共同利用施設対策
  医師会病院、臨床検査センター及び介護関連施
設等の医師会共同利用施設は、地域の健康・医療・

福祉を包括した総合拠点として重要な役割を果た
しているものの、施設の老朽化や民間との競合な
ど経営面での問題を抱えている施設もある。
　本年度より担当県として参加することとなっ
た、日本医師会共同利用施設検討委員会において、
全国の共通の問題点に対する対応策や運営上の情
報交換を行った。
　また、山口県衛生検査所精度管理専門委員会へ
の参加及び山口県衛生検査所立入検査を行い ､ 精
度向上に貢献した。

　日本医師会共同利用施設検討委員会への
　　参加（Web）

  10 月 23 日   ２月 12 日   ３月 26 日
　山口県衛生検査所精度管理専門委員会への
　　参加　　	 ９月 10 日　２月   ４日
　山口県衛生検査所立入検査  	   11 月 12 日
　第 22 回中国四国医師会共同利用施設等
　　連絡協議会への参加（徳島県）

（８月 29 日 : ※中止）
　令和２年度日医臨床検査精度管理調査
　　報告会への参加  	    （※中止）

12　社会貢献
　山口県立美術館及びレノファ山口ＦＣに対する
活動支援等を行った。

13　医政対策
　自民党山口県連政策聴問会　	 10 月 16 日
　自民党山口県支部政経セミナー　   10 月 25 日
　公明党山口県本部政策懇談会	 11 月   ３日
　自民党山口県連環境福祉部への要望

12 月   ４日
　第 16 回医療関係団体新年互礼会

１月   ９日（※中止）
　公明党新春政経セミナー　

１月 16 日（オンライン配信）

※中止 ･･･ 新型コロナウイルス感染症の蔓延防止
のため開催を中止した。
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14　庶務関係報告
（1）会員数（令和 2 年 12 月 1 日現在）

（2）物故会員
　令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日ま
でに 32 名の会員がお亡くなりになられました。

（3）代議員数

（4）代議員会
　第 185 回臨時代議員会
　　令和 2 年 5 月 21 日（木）山口県医師会館
　　　役員選挙
　　　　１．議長、副議長の選定の件
　　　　２．理事候補者の選出の件（会長候補者、
　　　　　　　副会長候補者、理事候補者）
　　　　３．監事候補者の選出の件
　　　　４．裁定委員候補者の選出の件
　　　　５．日本医師会代議員・予備代議員の
　　　　　　　選出の件
　　　報告事項
　　　　報告第１号
　　　　　令和２年度山口県医師会事業計画の件
　　　　報告第２号
　　　　　令和２年度山口県医師会予算の件

　第 186 回定例代議員会
　　令和２年６月１８日（木）
　　　　山口県総合保健会館 第１研修室
　　　報告事項
　　　　報告第１号
　　　　　令和元年度山口県医師会事業報告の件
　　　議決事項
　　　　議案第１号
　　　　　令和元年度山口県医師会決算の件
　　　　議案第２号
　　　　　公益目的支出計画変更の件
　　　　議案第３号
　　　　　山口県医師会役員（会長、副会長、
　　　　　　理事、監事）及び裁定委員選任の件
　　　　議案第４号
　　　　　山口県医師会役員（会長、副会長）
　　　　　　選定の件

大 島 郡 1 山 口 市 6 光 市 2
玖        珂 1 萩  市 2 柳 井 2
熊 毛 郡 1 徳 山 6 長 門 市 2
吉　　南 3 防 府 5 美 祢 市 1
美 祢 郡 1 下 松 2 山口大学 5
下 関 市 10 岩 国 市 3
宇 部 市 7 山陽小野田 3

計 63 名

令和 2 年度 令和元年度 増減（△）
第 1 号会員 1,241 1,258 △ 17
第 2 号会員 877 874    3
第 3 号会員 463 473 △ 10

計  2,581 2,605 △  24

郡市医師会別会員数
郡市医師会 第 1 号 第 2 号 第 3 号 計

大 島 郡 7 21 3 31 (  32)
玖 珂 23 23 0 46 (  48)
熊 毛 郡 15 5 0 20 (  19)

吉 南 56 40 5 101 (103)

美 祢 郡 6 7 0 13 (  13)

下 関 市 271 121 68 460 (479)

宇 部 市 173 98 35 306 (304)

山 口 市 115 108 29 252 (253)

萩 市 40 37 0 77 (  77)

徳 山 120 125 24 269 (266)
防 府 98 79 41 218 (214)
下 松 54 27 1 82 (  82)
岩 国 市 92 39 7 138 (137)

山陽小野田 61 40 10 111 (111)
光 市 34 40 4 78 (  81)
柳 井 39 39 6 84 (  81)

長 門 市 27 23 1 51 (  52)

美 祢 市 10 5 1 16 (  15)
山口大学 0 0 228 228 (238)

計 1,241 877 463 2,581 (2,605)

(　　) は令和元年度
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　　　　議案第 5 号
　　　　　令和 3 年度山口県医師会費賦課徴収
　　　　　　の件
　　　　議案第６号
　　　　　令和３年度山口県医師会入会金の件
　　　　議案第７号
　　　　　令和３年度役員等の報酬の件
　　　　議案第８号
　　　　　顧問の委嘱に関する件

　第 187 回臨時代議員会
　　令和２年７月１６日（木）
　　　ユウベルホテル松政
　　　議決事項
　　　　議案第１号
　　　　　山口県医師会役員（理事）選任の件

（５）理事会（協議事項）
　　4 月　2 日　　4 月 16 日　　5 月 14 日
　　5 月 28 日　　6 月 18 日　　6 月 25 日
　　7 月　9 日　　7 月 22 日　　8 月　6 日
　　8 月 20 日　　9 月　3 日　　9 月 17 日
　 10 月　1 日　 10 月 15 日　 11 月　5 日
　 11 月 19 日　 12 月　3 日　 12 月 17 日
　　1 月　7 日　　1 月 21 日　　2 月　4 日
　　2 月 25 日　　3 月 18 日

（６）常任理事会
　　４月 23 日　　９月 24 日　　３月   ４日
　　３月 25 日

（７）監事会
　5 月 14 日に開催し、令和元年度の決算状況及
び業務執行状況について詳細に監査を受けた。

２　管　　理
　医師会運営及び会館管理に関することを行っ
た。


